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小学生の議会傍聴・議場見学

　平成30年１月13日(土)午後2時から、福祉センターホールにおいて、落語家の林家源平師匠をお招きし、「豊
田市でずっと暮らしつづけるために～在宅医療・介護の在り方～」をテーマに市民シンポジウムを開催しました。

　今回は市議会初の取組として豊田加茂医師会と共働で開催し、第一
部では基調講演、第二部ではパネリスト6名をお招きし、在宅医療・介護
の在り方、地域のネットワークなどについてパネルディス
カッションを行いました。
　基調講演・パネルディスカッションでは医療・介護
の各分野の専門家による現
場の声や実情事例が紹介さ
れ、「また参加したい」という
声が多く、アンケートでも好
評をいただきました。

■【機　会】市民の意見・要望を聴く機会を設ける
■【政　策】市・市民の利益となるような政策の提言
■【相　談】市民生活で困っていることなどの相談相手
■【報　告】議会での審議結果などについて市民へ報告
■【審　査】市の行財政運営などに対する審査機能の向上
■【パイプ】市と県・国のパイプ役となる
■【説　明】議会の仕組みなどについて市民へ説明
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　2月27日（火）冷田小学校の児童が授業の一環で議会傍聴・議場見学に訪れ
ました。熱心な様子で一般質問の様子を傍聴したり、メモを取りながら議場を
見学していました。

▲林家 源平 師匠

熱心に説明を聞く小学生たち▶

▲今後の連携を誓い握手をするパネリストたち シンポジウム動画
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F M ラ ジ オ で

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで

（動画で見る！代表・一般質問）

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２１ch(ひまわりチャンネル)

豊田市議会ホームページ　　http:/toyota-shigikai.jp

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

※この冊子は、折込み「3月市議会定例会号」です。

ご意見 ご 感 想
　「市議会だより」について、ご意見・ご感
想また、市議会へのご意見・ご要望もお受け
していますので、下記までお寄せください。

【 宛 先・お問 い 合 わせ 】

豊田市議会事務局
〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

古紙パルプ配合率8０％再生紙を仕様

豊田市議会は、古紙配合率8０
％の再生紙と大豆インキ、有害
な廃液を一切排出しない水な
し印刷方式を採用しています

「バタフライマーク」

録画放送は、質問者ごと、大項目ごとで閲覧可能です。
「市議会だより」のバックナンバーや会議録も
ご覧いただけます。

TOYOTA CITY COUNCIL
ファイル No.145

小学校の授業の様子（挙母小学校）小学校の授業の様子（挙母小学校）

■ 編集：議会だより編集委員会　■ 発行：豊田市議会（豊田市西町 3-60  TEL.0565-34-6665）
3月市議会
平成30 年 5月 1日

表紙の写真と関係議案
　表紙の写真は議案６５号豊田市教育行政
計画の策定に関連し、小学校の授業風景で
す。計画では、多様な市民一人ひとりが自ら
学び、地域と共に育ち合う教育の実現を基
本理念に掲げ、豊田市の教育を推進してい
きます。詳細は４ページをご覧ください。

目 次
■トップインフォメーション　特別委員会の調査研究結果

■議案説明・討論　条例の制定・一部改正、平成30年度一般会計予算など

■常任委員会・討論　付託案件を審査

■議案審議結果

■代表質問　各会派の代表が市長に質問

■一般質問　市政を問う!　14人の議員が質問

■トピックス　平成 30年度 当初予算を審査
　　　　　　  市民シンポジウムの報告・小学校議会傍聴 等 
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市議会の予定 5月市議会臨時会は５月16日（水）開会予定です
6月市議会定例会は6月 8日（金）開会予定です
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特別委員会の調査研究結果特別委員会の調査研究結果特別委員会の調査研究結果特別委員会の調査研究結果

◀市長へ報告書を提出 ※報告書の詳細はページ右下（QRコード）からご覧ください

議会力向上特別委員会

議会の監視機能を十分果たすため、市の重要な政策への関与を強化します！

調査研究事項

（１）議決事件の拡大　　（２）市民生活に密着した政策条例　　（３）既存の条例の検証

　改選後の導入に向け、平成３０年度の試行導入を見据えて、引き続き検討を行っていく。

（１）議決事件の拡大等
　・本市と国内外の姉妹都市、友好都市及びその他市政運営上特に重要と認められる、都市間の提携・協定の
　  締結、変更及び廃止を議会の議決事件とする。
　・議決の対象外の都市間の提携・協定の締結、変更及び廃止について議会へ報告する。

（２）市民生活に密着した政策条例
　  課題解決及び施策の推進に資する自転車の安全・安心利用等に関する条例について、引き続き検討していく。

（３）既存の条例の検証
　  豊田市議会基本条例について、改選後に社会情勢の変化に応じた規定の見直しの検討や取組状況の確認
　  及び評価を実施する。

具体的な提言内容
１　議員提出条例の検討

行政視察

2 実施期間：１１月７日（火）～１１月９日（木）

調査研究事項

具体的な提言内容

　1 多くの来訪者を呼び込むための戦略
  　（１）近隣スタジアムと連携を密にして大会開催都市間の回遊を促す取組
  　（２）アンケートやアプリを活用した来訪者意見の吸い上げによる“豊田市磨き”
　2 来訪者を迎えるための環境整備
  　（１）豊田スタジアム周辺の道路施設等整備及び先進的な移動支援（FCVバス、Ha:mo、ウィングレット等）を活用した渋滞対策
  　（２）駅からスタジアムまでの動線へのインフラ（トイレ等）整備及びカフェや物販店舗の参入の推進
　3 大会期間中の交流、おもてなし
  　（１）豊田スタジアムでの試合開催国の食生活や豊田市の地元食材を通した交流機会の創出とＳＮＳなどを活用したＰＲの強化
  　（２）ボランティア研修及び地域を巻き込んだおもてなし資質の向上
　4 大会を契機としたまちの魅力向上
  　（１）インバウンドにつなげる文化歴史、最先端技術を活用した観光の産業化と
　　　 産業交流の創出
  　（２）国内外へわがまちアスリートや伝統文化などのＰＲを通して人材の育成や
　　　 発掘による地域の活性化
　5 大会を契機とした効果、施策
  　（１）大会ボランティアが今後も活躍できる体制の構築
  　（２）スタジアムの更なる活用による稼働率の向上と市民の憩いの場の実現

・京都府京都市／外国人受入環境整備の取組
・兵庫県神戸市／ラグビーワールドカップ2019TM大会成功及び大会を契機としたまちづくりの取組
・福岡県福岡市／ラグビーワールドカップ2019TM大会成功及び大会を契機としたまちづくりの取組

①多くの来訪者を呼び込むための戦略　②来訪者を迎えるための環境整備　③大会期間中の交流、おもてなし
④大会を契機としたまちの魅力向上　　 ⑤大会を契機とした効果、施策

2019年のラグビーＷ杯、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックを控え、過去にどのような準備をしたのか、
大会を契機とし「まち」がどのように変わったのか、また、大規模スタジアムを生かしたまちづくりなど様々な視点で視察

1 実施期間：９月２６日（火）～１０月５日（木）
・フランス・スペイン／①フランスラグビー連盟②スタッド・ドゥ・フランス③ユーラリー
ル・新交通システム④スタッドピエール＝モーロワ⑤カンプ・ノウ⑥Ｏｐｅｎ Ｃａｍｐ⑦バル
セロナ市内⑧スタジアム・ミュニシバル・ドゥ・トゥールーズ⑨エアバス本社工場⑩スタッ
ド・ピエール・アントワーヌ⑪スタッド・ドゥ・ラ・モッソン⑫モンペリエ観光局・市役所

ラグビーワールドカップ2019TMの国内会場の一つである豊田スタジアムを生かし、本市として大会成功、
広域スポーツ振興、地域活性化に寄与し、国際都市としての更なる飛躍、発展等を目指し調査・研究を行う。

５つの調査研究事項から以下のとおり提言

１　議員提出条例の検討

２　効果的なタブレット端末導入の検討

２　効果的なタブレット端末導入の検討

行政視察
議員提出議案の取組及び効果的なタブレット導入について視察

・京都府京都市／議員提出議案の取組、議会の議決事件
・広島県呉市／議会の議決事件、タブレット端末の導入・活用
・滋賀県／議員提出議案の取組、議会の議決事件
・滋賀県大津市／議会の議決事件、タブレット端末の導入・活用

1 実施期間：平成２９年１０月３１日（火）～１１月２日（木）

▲大津市視察の様子

▲スタッド・ドゥ・フランス視察の様子

▲バルセロナ市内視察の様子

提言

豊田スタジアムを生かしたまちづくり特別委員会

ラグビーワールドカップ2019TMを契機として豊田市の魅力を向上！提言

　市議会では、議案や予算決算を審査している常任委員会とは別に、市の
重要な課題の検証や議会の活性化に向けた取組を専門的に調査・研究す
る特別委員会という組織を設置しています。
　今回は、調査・研究してきた内容を報告します。

報告書の詳細はこちらから▶

2 3
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　3月2日から3月20日にかけて委員会及び分科会が開催され、付託された平成29年度
補正予算14議案、平成30年度当初予算13議案を審査し、すべての議案を承認しました。
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定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 3月

定例会号

条例の制定・一部改正、平成30年度一般会計予算など68議案を議決

（議案・請願は８・９ページ参照）
※発言順に記載

　３月市議会定例会最終日に各委
員会審査の委員長報告を受けて、
各会派等が賛成、反対の意見を述
べ、賛同を求めました。

討　論

根 本 美 春
諸 派

豊田スタジアムへの市の税金
投入、累積加算で増大、反対

　議案第29号：反対。市民から3,736名の署名
がつけられて請願が提出されているように、市
民意見との調整が熟さないままでの市民山の
家廃止を決定することは問題であり、反対。
　議案第44号：反対。防災ラジオや中学校の教
室へのエアコン設置予算など評価できる面もあ
る。しかし、原発関係の電源立地地域対策交付
金や放課後児童クラブの運営、こども園、中央
図書館など民間移管を進め教育・子育て分野の
公的責任を後退させる点、多額の税金を投入し
続ける豊田スタジアムなどの予算を鑑み、反対。

将来への投資や市民の安全・
安心を確保する予算、賛成

　議案第29号：賛成。市民山の家の利用者は、減
少傾向が続き、定員稼働率も45.5％と低いことな
どもあり、廃止決定もやむを得ないと考える。身
近な市内での観光に期待する声も多く、今後は、
市内の豊富な観光資源の魅力を高める取組に期
待し、賛成。
　議案第44号：賛成。防災ラジオの普及、小中学校
へのエアコン整備や自民クラブ議員団が継続要望
している普通建設事業費も、平成３０年度３７２億
円が計上されるなど市民の安全・安心と市内経済
の活性化などに結びつくものとして評価し、賛成。

古 木 吉 昭
市民フォーラム

全ての人が快適に過ごせる
豊田市となることを期待し、賛成

　議案第1号：賛成。多くの人が訪れる名鉄豊田市
駅前広場等で路上喫煙禁止区域を指定する等の
啓発をおこない、快適な都市環境を確保すること
を確認。今後は、目指す姿であるポイ捨てのない全
ての人が快適に過ごせる豊田市となることを期待
し、賛成。
　議案第65号：賛成。前計画の評価を反映させ、い
じめ・不登校対策などの重点施策に取り組むこと等
を確認。今後は、豊田市教職員多忙化解消プランを
もとに時間外勤務の削減などに取り組み、子どもと
向き合う時間の確保につながることを期待し、賛成。

田 代 研
公 明 党

基本理念「まちぐるみ 心と
からだの 健康づくり」を推進、賛成

　議案第64号：賛成。健康づくりの取組を市全体
で効果的に推進していくため、市民一人ひとりの
意識や行動が段階的に発展していく施策を展開
することで、基本理念の推進を確認。これにより、
市民の健康増進が図られることを期待し、賛成。
　請願第１号：不同意。市民の余暇活動が多様化
してきている中、市民山の家に限定する必要はな
いと考える。開設から27年を経て、老朽化による
施設の維持・管理運営費の増大を考えると、指定
管理が終了するタイミングでの廃止は妥当であ
り、不同意。

答  弁 　平成２８年度から計画的に
整備を進め、平成３０年度の

タブレット一体型パソコンの整備をもっ
て、プランで示しているＩＣＴ機器のハー
ド整備は概ね完了する。今後は、整備さ
れたＩＣＴ機器を効率的に活用し、児童
生徒の情報活用能力や新学習指導要
領が定めるプログラミング教育による論
理的思考力を高める情報教育の推進を
図っていく。

　ＩＣＴ機器の整備は、豊田市
学校教育情報化プランに基

づいて行っているが、今後の方向性は
どのようか。

質  問

●一般会計予算
コンピュータ教室機器整備費

山 田 主 成
自民クラブ

岡 田 耕 一
諸 派

リゾート安曇野の存続を
願う3,736名の想い、同意

　議案第25号：賛成。利用者減少、近隣プール
で対応可能と判断されること、老朽化したプー
ル修繕には多額の経費が必要と想定されるこ
と等を総合的に判断すれば、廃止もやむを得
ない。今後、プールの新設、拡充等適切に協
議、判断されることを期待し、賛成。
　請願第１号：同意。リゾート安曇野の存続を
願い、利用料金の値上げも容認し、将来的に
廃止するとしても、一定の猶予期間を設けて欲
しいという実現の可能性がある提案である。
署名者3,736名の想いを酌み、本請願に同意。

▲豊田スタジアム

タブレット端末を活用した授業の様子

答  弁 　新制度の12の指標のう
ち、課題があるものの、特に

のびしろがある指標については二つあ
り、一つ目は、特定健康診査の受診率・
特定保健指導の実施率の向上。二つ目
は、がん検診受診率の向上である。これ
らは、いずれも全国自治体の上位５割以
上にあたる受診率を達成しているかと
いうもので、指標を達成すると110点が
加点される。
　次に、インセンティブをより確保するた
めの取組については、保健部と連携し、
より点数が多く獲得できるよう取り組ん
でいく必要があると認識している。

　新制度の保険者努力支援
制度について、本市の努力・取

組により１億7,400万円余を獲得してい
るが、12の評価指標のうちのびしろがあ
ると思われる項目や課題とされる指標は
何か。また、満点を目標とするにあたり、イ
ンセンティブをより確保するために必要
とされる取組をどのように考えているか。

質  問

●国民健康保険特別会計予算
保険給付費等交付金

答  弁 　動画の活用については、
地域イベント、大学祭などで

の消防団の入団促進活動、消防団充
実強化大会での上映会、そのほか、市
ホームページ及び消防本部フェイスブ
ックでの配信を予定している。動画を活
用し、消防団のやりがいや魅力をわかり
やすく紹介することで、消防団活動への
理解の促進につながるものと期待して
いる。

　消防団70周年記念行事
では、PR動画を作るとのこと

だが、動画を記念事業やその後のPR活
動にどのように活かしていくか。

質  問

●一般会計予算
非常備消防費

産業フェスタにて消防団ＰＲ

豊田市駅周辺の路上喫煙を防止します！
【議案第1号】路上喫煙の防止等に関する条例

地域と共に学び合う教育の実現に向けて、新たな教育行政計画がスタートします！
【議案第65号】豊田市教育行政計画の策定

豊田スタジアムのメインマスト等を修繕します！
【議案第57号】工事請負契約の締結
　　　　　　 （豊田スタジアムメインマスト及びサブトラス修繕工事）

民の身体や財産にかかる被害を防止し、安心かつ安全で快
適な生活環境の確保のために路上喫煙の防止等に関して必

要な事項を定めます。
市

田スタジアムの固定屋根の機能維持と建物構造体の予防保
全のために、老朽化してきた塗装を改修します。予算は４億

１，364万円を見込んでおり、再塗装完成は平成３１年２月２８日の
予定です。

豊

２次豊田市教育行政計画の計画期間の終了に伴い、本市の
教育のより一層の振興をめざして、国・社会の動向や本市の

現状と課題を十分に踏まえながら、教育行政の方向性を明らかに
するとともに、真に必要な取組を着実に実行するため、新たな教育
行政計画を策定します。期間は平成３０年度（2018年度）から３３年
度（2021年度）までです。

第

▲名鉄豊田市駅デッキ下喫煙ブース

▲小学校での授業の様子

予算決算
委 員 会



　3月2日から3月20日にかけて委員会及び分科会が開催され、付託された平成29年度
補正予算14議案、平成30年度当初予算13議案を審査し、すべての議案を承認しました。

4 5

議案説明・討論 常任委員会・討論～とよた市議会だより～　　平成30年 3月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 3月

定例会号

条例の制定・一部改正、平成30年度一般会計予算など68議案を議決

（議案・請願は８・９ページ参照）
※発言順に記載

　３月市議会定例会最終日に各委
員会審査の委員長報告を受けて、
各会派等が賛成、反対の意見を述
べ、賛同を求めました。

討　論

根 本 美 春
諸 派

豊田スタジアムへの市の税金
投入、累積加算で増大、反対

　議案第29号：反対。市民から3,736名の署名
がつけられて請願が提出されているように、市
民意見との調整が熟さないままでの市民山の
家廃止を決定することは問題であり、反対。
　議案第44号：反対。防災ラジオや中学校の教
室へのエアコン設置予算など評価できる面もあ
る。しかし、原発関係の電源立地地域対策交付
金や放課後児童クラブの運営、こども園、中央
図書館など民間移管を進め教育・子育て分野の
公的責任を後退させる点、多額の税金を投入し
続ける豊田スタジアムなどの予算を鑑み、反対。

将来への投資や市民の安全・
安心を確保する予算、賛成

　議案第29号：賛成。市民山の家の利用者は、減
少傾向が続き、定員稼働率も45.5％と低いことな
どもあり、廃止決定もやむを得ないと考える。身
近な市内での観光に期待する声も多く、今後は、
市内の豊富な観光資源の魅力を高める取組に期
待し、賛成。
　議案第44号：賛成。防災ラジオの普及、小中学校
へのエアコン整備や自民クラブ議員団が継続要望
している普通建設事業費も、平成３０年度３７２億
円が計上されるなど市民の安全・安心と市内経済
の活性化などに結びつくものとして評価し、賛成。

古 木 吉 昭
市民フォーラム

全ての人が快適に過ごせる
豊田市となることを期待し、賛成

　議案第1号：賛成。多くの人が訪れる名鉄豊田市
駅前広場等で路上喫煙禁止区域を指定する等の
啓発をおこない、快適な都市環境を確保すること
を確認。今後は、目指す姿であるポイ捨てのない全
ての人が快適に過ごせる豊田市となることを期待
し、賛成。
　議案第65号：賛成。前計画の評価を反映させ、い
じめ・不登校対策などの重点施策に取り組むこと等
を確認。今後は、豊田市教職員多忙化解消プランを
もとに時間外勤務の削減などに取り組み、子どもと
向き合う時間の確保につながることを期待し、賛成。

田 代 研
公 明 党

基本理念「まちぐるみ 心と
からだの 健康づくり」を推進、賛成

　議案第64号：賛成。健康づくりの取組を市全体
で効果的に推進していくため、市民一人ひとりの
意識や行動が段階的に発展していく施策を展開
することで、基本理念の推進を確認。これにより、
市民の健康増進が図られることを期待し、賛成。
　請願第１号：不同意。市民の余暇活動が多様化
してきている中、市民山の家に限定する必要はな
いと考える。開設から27年を経て、老朽化による
施設の維持・管理運営費の増大を考えると、指定
管理が終了するタイミングでの廃止は妥当であ
り、不同意。

答  弁 　平成２８年度から計画的に
整備を進め、平成３０年度の

タブレット一体型パソコンの整備をもっ
て、プランで示しているＩＣＴ機器のハー
ド整備は概ね完了する。今後は、整備さ
れたＩＣＴ機器を効率的に活用し、児童
生徒の情報活用能力や新学習指導要
領が定めるプログラミング教育による論
理的思考力を高める情報教育の推進を
図っていく。

　ＩＣＴ機器の整備は、豊田市
学校教育情報化プランに基

づいて行っているが、今後の方向性は
どのようか。

質  問

●一般会計予算
コンピュータ教室機器整備費

山 田 主 成
自民クラブ

岡 田 耕 一
諸 派

リゾート安曇野の存続を
願う3,736名の想い、同意

　議案第25号：賛成。利用者減少、近隣プール
で対応可能と判断されること、老朽化したプー
ル修繕には多額の経費が必要と想定されるこ
と等を総合的に判断すれば、廃止もやむを得
ない。今後、プールの新設、拡充等適切に協
議、判断されることを期待し、賛成。
　請願第１号：同意。リゾート安曇野の存続を
願い、利用料金の値上げも容認し、将来的に
廃止するとしても、一定の猶予期間を設けて欲
しいという実現の可能性がある提案である。
署名者3,736名の想いを酌み、本請願に同意。

▲豊田スタジアム

タブレット端末を活用した授業の様子

答  弁 　新制度の12の指標のう
ち、課題があるものの、特に

のびしろがある指標については二つあ
り、一つ目は、特定健康診査の受診率・
特定保健指導の実施率の向上。二つ目
は、がん検診受診率の向上である。これ
らは、いずれも全国自治体の上位５割以
上にあたる受診率を達成しているかと
いうもので、指標を達成すると110点が
加点される。
　次に、インセンティブをより確保するた
めの取組については、保健部と連携し、
より点数が多く獲得できるよう取り組ん
でいく必要があると認識している。

　新制度の保険者努力支援
制度について、本市の努力・取

組により１億7,400万円余を獲得してい
るが、12の評価指標のうちのびしろがあ
ると思われる項目や課題とされる指標は
何か。また、満点を目標とするにあたり、イ
ンセンティブをより確保するために必要
とされる取組をどのように考えているか。

質  問

●国民健康保険特別会計予算
保険給付費等交付金

答  弁 　動画の活用については、
地域イベント、大学祭などで

の消防団の入団促進活動、消防団充
実強化大会での上映会、そのほか、市
ホームページ及び消防本部フェイスブ
ックでの配信を予定している。動画を活
用し、消防団のやりがいや魅力をわかり
やすく紹介することで、消防団活動への
理解の促進につながるものと期待して
いる。

　消防団70周年記念行事
では、PR動画を作るとのこと

だが、動画を記念事業やその後のPR活
動にどのように活かしていくか。

質  問

●一般会計予算
非常備消防費

産業フェスタにて消防団ＰＲ

豊田市駅周辺の路上喫煙を防止します！
【議案第1号】路上喫煙の防止等に関する条例

地域と共に学び合う教育の実現に向けて、新たな教育行政計画がスタートします！
【議案第65号】豊田市教育行政計画の策定

豊田スタジアムのメインマスト等を修繕します！
【議案第57号】工事請負契約の締結
　　　　　　 （豊田スタジアムメインマスト及びサブトラス修繕工事）

民の身体や財産にかかる被害を防止し、安心かつ安全で快
適な生活環境の確保のために路上喫煙の防止等に関して必

要な事項を定めます。
市

田スタジアムの固定屋根の機能維持と建物構造体の予防保
全のために、老朽化してきた塗装を改修します。予算は４億

１，364万円を見込んでおり、再塗装完成は平成３１年２月２８日の
予定です。

豊

２次豊田市教育行政計画の計画期間の終了に伴い、本市の
教育のより一層の振興をめざして、国・社会の動向や本市の

現状と課題を十分に踏まえながら、教育行政の方向性を明らかに
するとともに、真に必要な取組を着実に実行するため、新たな教育
行政計画を策定します。期間は平成３０年度（2018年度）から３３年
度（2021年度）までです。

第

▲名鉄豊田市駅デッキ下喫煙ブース

▲小学校での授業の様子

予算決算
委 員 会



～とよた市議会だより～　　平成30年 3月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 3月

定例会号常任委員会常任委員会

委 員 会
　3月1日の本会議で委員会に付託された案件の審査を、予算決算委員会を含む６つの常任委員会で行いました。
委員会の審査内容について、主な質問と答弁を要約して紹介します。

答  弁 　青少年センター会議室
Ａの廃止後、速やかに改修

工事を行い、８月１日から移転し、相談
業務を開始する予定となっている。
　７月２９日の日曜日までは、Ａ館 Ｔ－
ＦＡＣＥ ９階で業務を行い、業務を行っ
ていない月曜日、火曜日を利用して引
越しを行う予定であり、相談業務に影
響は出ないと考えている。【写真有】

質  問 　とよた子どもの権利相
談室の移転スケジュール

と業務への影響はどのようか。

青少年育成施設条例の一
部改正条例

【第15号】

答  弁 　第２次計画の理念を引
き継ぎつつ、国・社会の動

向や、市の現状と課題を踏まえ、重
点的に取り組むべき施策を的確に設
定した。特徴的なものとして、中央教
育審議会の答申への対応として、コ
ミュニティ・スクール推進事業や地域
学校共働本部設置拡大事業を位置
付けた。
　また、改訂された学習指導要領へ
の対応として、主体的・対話的で深い
学び推進事業を位置付けた。

質  問 　第２次教育行政計画と
の違いは何か。

教育行政計画の策定【第65号】

　３月14日、付託された6議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

答  弁 　今回の障害者総合支援法
の改正の主な点は、障がい者

が住みなれた地域で、より安心して暮らしや
すく、また、仕事を継続していくための支援
を一層充実させることに重きをおいている。
　例えば、障がいのある方が仕事に就いた
後、職場の環境を整え、変化に適応できる
ように支援する就労定着支援やグループホ
ームから新たにひとり暮らしを始めた人を定
期的に訪問したり、相談を受ける自立生活
援助といったサービスが追加されている。

質  問 　障害者総合支援法の改
正内容はどのようか。

知的障害者グループホーム
条例の一部改正条例

【第18号】

答  弁 　具体的な取組としては、２
点あり、１点目は、地域健康

カルテを活用したまちぐるみで取り組む
健康づくりである。ＰＤＣＡサイクルに基
づき、地域特性に応じた28の中学校区
ごとに、健康づくりを推進していく。２点
目は、介護予防のための元気アップ事
業を自治区の集会場など身近な場所
で開催して参加を促したり、教室修了
者等による自主グループの活動を継続
的に支援し、環境の充実に努めていく。

質  問 　誰もが健康づくりを継
続できる具体的な取組は

どのようか。

健康増進計画の策定【第64号】

　３月13日、付託された7議案を審査し、
議案のすべてを全会一致で承認しました。

答  弁 　芝生広場とすることで、多
くの市民が軽スポーツを楽し

む都心のオアシスが形成される。また、毘
森公園は中心市街地における広域避難
地として指定されているため、災害時に
は重要な防災拠点となることが想定され
ており、水泳場跡地を芝生広場とすること
で災害の際の市民の避難場所等として
非常に有効なことから、毘森公園整備計
画が策定されるまでは、構造物を設けず
芝生広場とすることとした。【写真有】

質  問 　毘森公園水泳場跡地を
なぜ芝生広場とするのか。

都市公園条例の一部を改
正する条例

【第25号】

答  弁 　今後は、市内の余暇・観
光資源の活用を図ること

に注力していく。市内観光の推進施策
として、多くの市民に市内各地を訪れ
てもらえるように道の駅どんぐりの里
いなぶや、旭高原の再整備、民間宿
泊施設のトイレの洋式化改修補助な
どの施設整備の支援を行う。
　また、観光地ブランドの構築やター
ゲットを絞った効果的なプロモーション
の推進なども進めていく考えである。

質  問 　市民山の家廃止後の市
民の余暇活動に対する支

援はどのようか。

市民山の家条例を廃止する条例【第29号】

　３月12日、付託された10議案を審
査し、議案のすべてを承認しました。ま
た、請願１件は不採択としました。

答  弁 　平成29年11月に実施
した実態調査では、四郷

駅駐輪場の利用台数は約140台、パ
ーソントリップデータなどにより、土地
区画整理完了後の利用台数は約
200台を想定している。今回整備す
る駐輪場の収容能力は220台あり、
必要な台数分は確保されていると考
えている。【写真有】

質  問 　四郷駅周辺の土地区画
整理により見込まれる利

用数の増加見込みと、今回整備され
る駐輪場の収容能力についてはどの
ようか。

自転車等放置防止条例の
一部改正条例

【第16号】

答  弁 　計画処理人口等を変
更した区域の整備が完了

した平成35年４月１日の公共下水道
普及率は約76パーセント、汚水処理
人口普及率は約93パーセントになる
見込みである。

質  問 　今回の事業期間である
平成34年度末において、

公共下水道の普及率および汚水処理
人口普及率は何パーセントとなるか。

水道事業及び下水道事業
の設置等に関する条例の一
部改正条例

【第28号】

　３月15日、付託された3議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

答  弁 　改正の趣旨は、個人識別
符号や要配慮個人情報と

いった新たな定義を加えるなどによっ
て、市が保護の対象とすべき個人情報
の範囲を明確にするものだが、明確に
なっていなかったこれまでも個人情報と
して保護の対象としていることから、取
扱いが変わるものではなく、市民に対し
ても市職員の業務へも影響はない。

質  問 　条例の一部を改正する
ことによる市民への影響 

及び市職員の業務への影響はどのよ
うか。

個人情報保護条例の一部
改正条例

【第3号】

答  弁 　議案の上程が本定例会
になった理由は、認定市民

緑地の制度が平成29年６月の都市緑
地法の改正により、創出された新たな
制度であり、制度の運用における課題
の整理と、本市の特性に適した有効
的な運用方法の検討に時間を要した
からである。
　また、特例割合を２分の１とした理由
は、認定市民緑地の対象区域である
緑化重点地区における更なる緑地の
創出のためには、土地所有者が特例
措置による税負担の軽減を最も受け
られる割合にすることが効果的である
と判断したためである。

質  問 　議案の上程がこの時期
になった理由及び認定市

民緑地の用に供する土地に対しての
課税標準額の特例割合を２分の１とし
た理由はどのようか。

市税条例の一部改正条例【第10号】
都市計画税条例の一部改
正条例

【第11号】

　３月16日、付託された15議案を審
査し、議案のすべてを承認しました。

産業建設
委 員 会

環境福祉
委 員 会

教育社会
委 員 会

地域生活
委 員 会

企画総務
委 員 会

元気アップ事業の様子 とよた子どもの権利相談室 四郷駅駐輪場毘森公園水泳場

豊田市議会の議決すべき
事件に関する条例の一部改正条例

・主な改正点
　　市が他の地方自治体（外国の地方自治

体を含む）と提携及び協定を締結、変更
または廃止する時は議会の議決が必要と
なります。内容は下線のとおりです。

（趣旨）
第１条　この条例は、他の条例に定めるもの
のほか、地方自治法（昭和２２年法律第６
７号）第９６条第２項の規定に基づき議会
の議決すべき事件を定めるとともに、議会
に報告すべき案件について定めるものと
する。
（議会の議決すべき事件）
第２条　議会の議決すべき事件は、次に掲
げるとおりとする。
（１）中略
（２）中略
（３）市が他の地方公共団体（外国の地方公

共団体を含む。）と結ぶ提携及び協定（以
下「団体提携等」という。）のうち次に掲
げるものの締結、変更又は廃止

　　ア　姉妹都市の提携
　　イ　友好都市の提携
　　ウ　その他市政運営上特に重要と認め
　　　　られるもの
（議会の議決）
第３条　市長その他の執行機関は、前条各
号に掲げることをするときは、議会の議決
を経なければならない。
（議決事項）
第４条　第２条第１号に係る議決事項は、基
本構想の全てとする。
２　第２条第２号に係る議決事項は、次に掲
げるとおりとする。
（１）部門計画の基本理念、基本方針その他
の基本となる事項
（２）部門計画の実施期間に関する事項
（３）部門計画の実施に係る政策及び施策
並びにこれらの目標に関する事項

３　第２条第３号に係る議決事項は、団体
提携等の目的、相手方となる地方公共
団体の名称、内容及び有効期間に関す
る事項とする。

（議会に報告すべき案件）
第５条　市長その他の執行機関は、第２条

第２号アからオまでに掲げるもの以外の
部門計画の策定、変更若しくは廃止をし
たとき、又は同条第３号アからウまでに掲
げるもの以外の団体提携等の締結、変更
若しくは廃止をしたときは、これを議会に
報告しなければならない。

（委任）
第６条　この条例に定めるもののほか、必要
な事項は、議長が別に定める。

議員提出議案第１号
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～とよた市議会だより～　　平成30年 3月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 3月

定例会号常任委員会常任委員会

委 員 会
　3月1日の本会議で委員会に付託された案件の審査を、予算決算委員会を含む６つの常任委員会で行いました。
委員会の審査内容について、主な質問と答弁を要約して紹介します。

答  弁 　青少年センター会議室
Ａの廃止後、速やかに改修

工事を行い、８月１日から移転し、相談
業務を開始する予定となっている。
　７月２９日の日曜日までは、Ａ館 Ｔ－
ＦＡＣＥ ９階で業務を行い、業務を行っ
ていない月曜日、火曜日を利用して引
越しを行う予定であり、相談業務に影
響は出ないと考えている。【写真有】

質  問 　とよた子どもの権利相
談室の移転スケジュール

と業務への影響はどのようか。

青少年育成施設条例の一
部改正条例

【第15号】

答  弁 　第２次計画の理念を引
き継ぎつつ、国・社会の動

向や、市の現状と課題を踏まえ、重
点的に取り組むべき施策を的確に設
定した。特徴的なものとして、中央教
育審議会の答申への対応として、コ
ミュニティ・スクール推進事業や地域
学校共働本部設置拡大事業を位置
付けた。
　また、改訂された学習指導要領へ
の対応として、主体的・対話的で深い
学び推進事業を位置付けた。

質  問 　第２次教育行政計画と
の違いは何か。

教育行政計画の策定【第65号】

　３月14日、付託された6議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

答  弁 　今回の障害者総合支援法
の改正の主な点は、障がい者

が住みなれた地域で、より安心して暮らしや
すく、また、仕事を継続していくための支援
を一層充実させることに重きをおいている。
　例えば、障がいのある方が仕事に就いた
後、職場の環境を整え、変化に適応できる
ように支援する就労定着支援やグループホ
ームから新たにひとり暮らしを始めた人を定
期的に訪問したり、相談を受ける自立生活
援助といったサービスが追加されている。

質  問 　障害者総合支援法の改
正内容はどのようか。

知的障害者グループホーム
条例の一部改正条例

【第18号】

答  弁 　具体的な取組としては、２
点あり、１点目は、地域健康

カルテを活用したまちぐるみで取り組む
健康づくりである。ＰＤＣＡサイクルに基
づき、地域特性に応じた28の中学校区
ごとに、健康づくりを推進していく。２点
目は、介護予防のための元気アップ事
業を自治区の集会場など身近な場所
で開催して参加を促したり、教室修了
者等による自主グループの活動を継続
的に支援し、環境の充実に努めていく。

質  問 　誰もが健康づくりを継
続できる具体的な取組は

どのようか。

健康増進計画の策定【第64号】

　３月13日、付託された7議案を審査し、
議案のすべてを全会一致で承認しました。

答  弁 　芝生広場とすることで、多
くの市民が軽スポーツを楽し

む都心のオアシスが形成される。また、毘
森公園は中心市街地における広域避難
地として指定されているため、災害時に
は重要な防災拠点となることが想定され
ており、水泳場跡地を芝生広場とすること
で災害の際の市民の避難場所等として
非常に有効なことから、毘森公園整備計
画が策定されるまでは、構造物を設けず
芝生広場とすることとした。【写真有】

質  問 　毘森公園水泳場跡地を
なぜ芝生広場とするのか。

都市公園条例の一部を改
正する条例

【第25号】

答  弁 　今後は、市内の余暇・観
光資源の活用を図ること

に注力していく。市内観光の推進施策
として、多くの市民に市内各地を訪れ
てもらえるように道の駅どんぐりの里
いなぶや、旭高原の再整備、民間宿
泊施設のトイレの洋式化改修補助な
どの施設整備の支援を行う。
　また、観光地ブランドの構築やター
ゲットを絞った効果的なプロモーション
の推進なども進めていく考えである。

質  問 　市民山の家廃止後の市
民の余暇活動に対する支

援はどのようか。

市民山の家条例を廃止する条例【第29号】

　３月12日、付託された10議案を審
査し、議案のすべてを承認しました。ま
た、請願１件は不採択としました。

答  弁 　平成29年11月に実施
した実態調査では、四郷

駅駐輪場の利用台数は約140台、パ
ーソントリップデータなどにより、土地
区画整理完了後の利用台数は約
200台を想定している。今回整備す
る駐輪場の収容能力は220台あり、
必要な台数分は確保されていると考
えている。【写真有】

質  問 　四郷駅周辺の土地区画
整理により見込まれる利

用数の増加見込みと、今回整備され
る駐輪場の収容能力についてはどの
ようか。

自転車等放置防止条例の
一部改正条例

【第16号】

答  弁 　計画処理人口等を変
更した区域の整備が完了

した平成35年４月１日の公共下水道
普及率は約76パーセント、汚水処理
人口普及率は約93パーセントになる
見込みである。

質  問 　今回の事業期間である
平成34年度末において、

公共下水道の普及率および汚水処理
人口普及率は何パーセントとなるか。

水道事業及び下水道事業
の設置等に関する条例の一
部改正条例

【第28号】

　３月15日、付託された3議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

答  弁 　改正の趣旨は、個人識別
符号や要配慮個人情報と

いった新たな定義を加えるなどによっ
て、市が保護の対象とすべき個人情報
の範囲を明確にするものだが、明確に
なっていなかったこれまでも個人情報と
して保護の対象としていることから、取
扱いが変わるものではなく、市民に対し
ても市職員の業務へも影響はない。

質  問 　条例の一部を改正する
ことによる市民への影響 

及び市職員の業務への影響はどのよ
うか。

個人情報保護条例の一部
改正条例

【第3号】

答  弁 　議案の上程が本定例会
になった理由は、認定市民

緑地の制度が平成29年６月の都市緑
地法の改正により、創出された新たな
制度であり、制度の運用における課題
の整理と、本市の特性に適した有効
的な運用方法の検討に時間を要した
からである。
　また、特例割合を２分の１とした理由
は、認定市民緑地の対象区域である
緑化重点地区における更なる緑地の
創出のためには、土地所有者が特例
措置による税負担の軽減を最も受け
られる割合にすることが効果的である
と判断したためである。

質  問 　議案の上程がこの時期
になった理由及び認定市

民緑地の用に供する土地に対しての
課税標準額の特例割合を２分の１とし
た理由はどのようか。

市税条例の一部改正条例【第10号】
都市計画税条例の一部改
正条例

【第11号】

　３月16日、付託された15議案を審
査し、議案のすべてを承認しました。

産業建設
委 員 会

環境福祉
委 員 会

教育社会
委 員 会

地域生活
委 員 会

企画総務
委 員 会

元気アップ事業の様子 とよた子どもの権利相談室 四郷駅駐輪場毘森公園水泳場

豊田市議会の議決すべき
事件に関する条例の一部改正条例

・主な改正点
　　市が他の地方自治体（外国の地方自治

体を含む）と提携及び協定を締結、変更
または廃止する時は議会の議決が必要と
なります。内容は下線のとおりです。

（趣旨）
第１条　この条例は、他の条例に定めるもの
のほか、地方自治法（昭和２２年法律第６
７号）第９６条第２項の規定に基づき議会
の議決すべき事件を定めるとともに、議会
に報告すべき案件について定めるものと
する。
（議会の議決すべき事件）
第２条　議会の議決すべき事件は、次に掲
げるとおりとする。
（１）中略
（２）中略
（３）市が他の地方公共団体（外国の地方公

共団体を含む。）と結ぶ提携及び協定（以
下「団体提携等」という。）のうち次に掲
げるものの締結、変更又は廃止

　　ア　姉妹都市の提携
　　イ　友好都市の提携
　　ウ　その他市政運営上特に重要と認め
　　　　られるもの
（議会の議決）
第３条　市長その他の執行機関は、前条各
号に掲げることをするときは、議会の議決
を経なければならない。
（議決事項）
第４条　第２条第１号に係る議決事項は、基
本構想の全てとする。
２　第２条第２号に係る議決事項は、次に掲
げるとおりとする。
（１）部門計画の基本理念、基本方針その他
の基本となる事項
（２）部門計画の実施期間に関する事項
（３）部門計画の実施に係る政策及び施策
並びにこれらの目標に関する事項

３　第２条第３号に係る議決事項は、団体
提携等の目的、相手方となる地方公共
団体の名称、内容及び有効期間に関す
る事項とする。

（議会に報告すべき案件）
第５条　市長その他の執行機関は、第２条

第２号アからオまでに掲げるもの以外の
部門計画の策定、変更若しくは廃止をし
たとき、又は同条第３号アからウまでに掲
げるもの以外の団体提携等の締結、変更
若しくは廃止をしたときは、これを議会に
報告しなければならない。

（委任）
第６条　この条例に定めるもののほか、必要
な事項は、議長が別に定める。

議員提出議案第１号
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～とよた市議会だより～　　平成30年 3月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 3月

定例会号議案審議結果議案審議結果

※議案名など一部省略して記載しています
議案審議結果

３月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
26名

市民フォーラム
10名

公 明 党
4名

諸　派
3名

採
決
結
果

◆議　案
路上喫煙の防止等に関する条例
幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例
個人情報保護条例の一部改正条例
市職員給与条例及び市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正条例
市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正条例
市特別職職員の給与を定める条例の一部改正条例
市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正条例
市職員退職手当条例等の一部改正条例
基金条例の一部改正条例
市税条例の一部改正条例
都市計画税条例の一部改正条例
手数料条例の一部改正条例
施設所在地の整理に伴う関係条例の整理に関する条例
美術館条例の一部改正条例
青少年育成施設条例の一部改正条例
自転車等放置防止条例の一部改正条例
地域広場条例の一部改正条例
知的障害者グループホーム条例の一部改正条例
旅館業の施設の衛生措置及び構造設備の基準等に関する条例の一部改正条例
国民健康保険条例の一部改正条例
国民健康保険税条例の一部改正条例
介護保険条例の一部改正条例
指定居宅サービスの事業等の人員、設備、運営等に関する基準等を定める条例の一部改正条例
後期高齢者医療条例の一部改正条例
都市公園条例の一部改正条例
地区計画等の区域内における建築物制限条例の一部改正条例
特別用途地区建築条例の一部改正条例
水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正条例
市民山の家条例を廃止する条例

平成29年度一般会計補正予算
　   〃   　 国民健康保険特別会計補正予算
　   〃   　 都市計画事業土地区画整理特別会計補正予算
　   〃   　 分譲住宅建設事業特別会計補正予算
　   〃   　 卸売市場特別会計補正予算
　   〃   　 水道水源保全事業特別会計補正予算
　   〃   　 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算
　   〃   　 介護保険事業特別会計補正予算
　   〃   　 財産区特別会計補正予算
　   〃   　 後期高齢者医療特別会計補正予算

都市計画事業豊田梅坪西土地区画整理事業施行規程及び都市計画事業
豊田梅坪東土地区画整理事業施行規程を廃止する条例

第1号
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

30

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

原案可決 3
1
1
3
0
0
3
1
3
3
3
1
3
3
3
3
3
3
1
3
1
1
1
1
3
3
3
3
0

0
2
2
0
3
3
0
2
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
0
2
2
2
2
0
0
0
0
3

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26

26
26
26
26
26
26
26
26
26
26

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
3
3
3
3
3
1
3
1

2
2
0
0
0
0
0
2
0
2

26 0 10 0 4 0 3 0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

３月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
26名

市民フォーラム
10名

公 明 党
4名

諸　派
3名

採
決
結
果

◆議　案
平成29年度産業用地造成事業特別会計補正予算
　   〃   　  水道事業会計補正予算
　   〃   　  下水道事業会計補正予算
平成30年度一般会計予算
　   〃    　国民健康保険特別会計予算
　   〃    　都市計画事業土地区画整理特別会計予算
　   〃    　分譲住宅建設事業特別会計予算
　   〃    　卸売市場特別会計予算
　   〃    　水道水源保全事業特別会計予算
　   〃    　母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算
　   〃    　介護保険事業特別会計予算
　   〃    　財産区特別会計予算
　   〃    　後期高齢者医療特別会計予算
　   〃    　産業用地造成事業特別会計予算
　   〃    　水道事業会計予算
　   〃    　下水道事業会計予算
工事請負契約の締結（豊田スタジアムメインマスト及びサブトラス修繕工事）
工事請負契約の変更（一級河川安永川開水路整備工事（高橋細谷線関連））
　　　   〃     　　 （一級河川安永川開水路整備工事（長興寺工区））
財産の取得（一級河川安永川河川改修整備用地（長興寺ほか地内））
包括外部監査契約の締結
特定事業契約の変更 （豊田市東部給食センター改築整備運営事業）
市道の認定
健康増進計画の策定
教育行政計画の策定
市職員定数条例の一部改正条例
消防団員等公務災害補償条例の一部改正条例
平成29年度一般会計補正予算

第41号
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決

公平委員会委員の選任（再任：杉浦敏夫氏）
教育委員会教育長の選任（新任：山本浩司氏）

第1号
2

◆同　意

専決処分の報告（損害賠償額の決定２件、工事請負契約の変更７件）
専決処分の報告（損害賠償額の決定１件）
専決処分の報告（損害賠償額の決定３件、工事請負契約の変更１件）

第1号
2
3

◆報　告

同意
〃

3 00 40 100 26不採択「リゾート安曇野」の存続を求める請願書第1号
◆請　願

原案可決豊田市議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正条例第1号
◆議員提出議案

3
3
3
1
1
3
3
3
3
3
1
3
1
3
3
3
3
3
3
3
3
1
3
3
1
3
3
3

0
0
0
2
2
0
0
0
0
0
2
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
2
0
0
0

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3 04 010 026 0

3
3

4
4

0
0

10
10

0
0

26
26

0
0

0
０
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～とよた市議会だより～　　平成30年 3月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 3月

定例会号議案審議結果議案審議結果

※議案名など一部省略して記載しています
議案審議結果

３月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
26名

市民フォーラム
10名

公 明 党
4名

諸　派
3名

採
決
結
果

◆議　案
路上喫煙の防止等に関する条例
幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例
個人情報保護条例の一部改正条例
市職員給与条例及び市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正条例
市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正条例
市特別職職員の給与を定める条例の一部改正条例
市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正条例
市職員退職手当条例等の一部改正条例
基金条例の一部改正条例
市税条例の一部改正条例
都市計画税条例の一部改正条例
手数料条例の一部改正条例
施設所在地の整理に伴う関係条例の整理に関する条例
美術館条例の一部改正条例
青少年育成施設条例の一部改正条例
自転車等放置防止条例の一部改正条例
地域広場条例の一部改正条例
知的障害者グループホーム条例の一部改正条例
旅館業の施設の衛生措置及び構造設備の基準等に関する条例の一部改正条例
国民健康保険条例の一部改正条例
国民健康保険税条例の一部改正条例
介護保険条例の一部改正条例
指定居宅サービスの事業等の人員、設備、運営等に関する基準等を定める条例の一部改正条例
後期高齢者医療条例の一部改正条例
都市公園条例の一部改正条例
地区計画等の区域内における建築物制限条例の一部改正条例
特別用途地区建築条例の一部改正条例
水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正条例
市民山の家条例を廃止する条例

平成29年度一般会計補正予算
　   〃   　 国民健康保険特別会計補正予算
　   〃   　 都市計画事業土地区画整理特別会計補正予算
　   〃   　 分譲住宅建設事業特別会計補正予算
　   〃   　 卸売市場特別会計補正予算
　   〃   　 水道水源保全事業特別会計補正予算
　   〃   　 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算
　   〃   　 介護保険事業特別会計補正予算
　   〃   　 財産区特別会計補正予算
　   〃   　 後期高齢者医療特別会計補正予算

都市計画事業豊田梅坪西土地区画整理事業施行規程及び都市計画事業
豊田梅坪東土地区画整理事業施行規程を廃止する条例

第1号
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

30

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

原案可決 3
1
1
3
0
0
3
1
3
3
3
1
3
3
3
3
3
3
1
3
1
1
1
1
3
3
3
3
0

0
2
2
0
3
3
0
2
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
0
2
2
2
2
0
0
0
0
3

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26

26
26
26
26
26
26
26
26
26
26

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
3
3
3
3
3
1
3
1

2
2
0
0
0
0
0
2
0
2

26 0 10 0 4 0 3 0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

３月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
26名

市民フォーラム
10名

公 明 党
4名

諸　派
3名

採
決
結
果

◆議　案
平成29年度産業用地造成事業特別会計補正予算
　   〃   　  水道事業会計補正予算
　   〃   　  下水道事業会計補正予算
平成30年度一般会計予算
　   〃    　国民健康保険特別会計予算
　   〃    　都市計画事業土地区画整理特別会計予算
　   〃    　分譲住宅建設事業特別会計予算
　   〃    　卸売市場特別会計予算
　   〃    　水道水源保全事業特別会計予算
　   〃    　母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算
　   〃    　介護保険事業特別会計予算
　   〃    　財産区特別会計予算
　   〃    　後期高齢者医療特別会計予算
　   〃    　産業用地造成事業特別会計予算
　   〃    　水道事業会計予算
　   〃    　下水道事業会計予算
工事請負契約の締結（豊田スタジアムメインマスト及びサブトラス修繕工事）
工事請負契約の変更（一級河川安永川開水路整備工事（高橋細谷線関連））
　　　   〃     　　 （一級河川安永川開水路整備工事（長興寺工区））
財産の取得（一級河川安永川河川改修整備用地（長興寺ほか地内））
包括外部監査契約の締結
特定事業契約の変更 （豊田市東部給食センター改築整備運営事業）
市道の認定
健康増進計画の策定
教育行政計画の策定
市職員定数条例の一部改正条例
消防団員等公務災害補償条例の一部改正条例
平成29年度一般会計補正予算

第41号
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決

公平委員会委員の選任（再任：杉浦敏夫氏）
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定例会号代表質問

自民クラブ・市民フォーラム・公明党の
各会派が太田市長に市政を問う！

　３月市議会定例会において、新年度に向けた「施政方針」に対し、
それぞれの会派の代表者が2月26日に代表質問を行いました。
　その質問と答弁の一部を要約してご紹介します。 代 表 質 問

　英国ダービーシャーとの姉妹都市
提携２０周年を迎える。今後、どのよ
うに国際化に対応した人づくりに取り
組むかを問う。

質 問 育成・教育

　第2次豊田市国際化推進計画にお
いて、国際社会及び地域社会で活躍
できる人材の育成を基本目標と定め、
姉妹都市交流事業の推進を位置づけ
ている。姉妹都市の米国デトロイト市
や英国ダービーシャーとは、高校生派
遣事業など国際化に対応した人づくり
に取り組 んできた。英 国ダービー
シャーとは、東京オリンピック・パラリ
ンピック開催を視野に入れ、青少年の
スポーツ使節団の派遣を予定し、社
会で活躍できる人材の育成を進めて
いく。【写真有】

自民クラブ
都築 繁雄

公 明 党
小島 政直

市民フォーラム
作元 志津夫

答 弁 市 長

　徘徊高齢者等の対策は重要かつ緊
急の課題であるが、第7期高齢者保健
福祉計画・介護保険事業計画も踏ま
え、高齢者施策の方向性を問う。

質 問 福祉

　計画では、「つながり・支え合い・い
つまでも明るく生きるまち」を本市の
目指す姿として掲げている。この目指
す姿を実現するため、地域共生の視
点と医療と連動した地域包括ケアシ
ステムの確立にポイントをおいて、計
画策定をしてきた。今後高齢者施策
を進めていく上では、高齢者のみでな
く、分野に関わらず幅広くつながり、
在宅を支援する相談機能や在宅医療
を充実させ、地域の支え合い活動の
拡大を目指していく。

答 弁 市 長

　公共施設等総合管理計画を策定し
推進を図っているが、今後、公共施設
等の適切な管理をどう進めるか問う。

質 問 都市基盤

　公共施設等は、中長期的な視点か
ら、将来の財政状況や人口動向等を
見極め、総合的かつ計画的な管理が
重要であり、老朽化対応として、安
全・安心の確保を最優先に取り組ん
でいきたい。短期的には点検や修繕
など日常管理の徹底、中長期的には
長寿命化や予防保全などによる施設
の更新時期の平準化やトータルコスト
の縮減に向けた取組を進めていく。
公共建築物は施設の総量抑制の取組
を進めていきたい。新たに（仮称）建
築予防保全課を設置し、万全な施設
管理体制を構築していく。

答 弁 市 長

　平成３０年度当初予算案は、前年比
20億円増で過去2番目の規模であ
る。予算編成にあたっての市長の想い
を問う。

質 問 予算編成にあたっての
基本的な考え方

　第8次総合計画を着実に推進すること、
将来のまちづくりに向けた計画的な投資
を行い、早期の効果発現を期待する事
業へ適切に対応すること、財務体質の強
化を図ることの3点を基本方針とした。ラ
グビーワールドカップ2019 ™の開催を1
年後に控え、課題への早期対応を全庁
の共通認識として示した。予算編成にあ
たり、必要となる財源として基金や市債
を適切に活用し、市民が安全・安心に暮
らすための取組、都心の魅力の向上等へ
の取組に予算づけできたと考えている。

答 弁 市 長

　人生100年時代を想定し、全ての
世代が生涯にわたっていきいきと活
躍する生涯活躍都市とは、どのような
都市なのか考えを問う。

質 問 社会変化と超高齢社会
への適応

　生涯にわたり活躍するとは、だれも
が人生のさまざまなステージにおいて、
その時々に求める生き方にチャレンジ
し、その人らしさを発揮し続けること
であり、市民の充実感や幸福感が、互
いを生かし合い支え合う住みよいまち
が生涯活躍都市だと考える。市民が、
主体的に自分の人生をデザインし、自
ら望む活躍を実践していく力を育むこ
とが必要。退職後の長い期間を含め、
市民一人ひとりがいかに人生を設計し
実現していくかを、サポートしていくこ
とが重要と考える。

答 弁 市 長

　次代の産業拠点としての機能の高
度化に向けた取組として、未来都市研
究会の狙いと、ものづくり創造拠点 
SENTANの進化を問う。

質 問 産業の未来予測と強靭化
への取組

　未来都市研究会は、豊田市つなが
る社会実証推進協議会の内部で組織
し、協議会活動の活性化を狙いとして
いる。豊田市の50年後の姿を大胆に
予測し、直近10年間の具体的なビ
ジョンをとりまとめ、情報発信していく
予定。ものづくり創造拠点 SENTAN
は、AIやIoTを得意とするベンチャー
企業や開放特許とのマッチングにより、
生産性向上や新製品開発を支援。も
のづくりのミライに挑戦する都市の拠
点としての機能を発揮していく。

答 弁 市 長

　健康で支障なく生活できる健康寿
命の延伸は重要、その上で活動寿命
という概念を提起する。活動寿命を延
ばす考えを問う。

質 問 支え合いの地域共生社会
の実現に向けて

　活動寿命の考えとその延伸は、超
高齢社会に適応するものと考える。活
動意欲のある人を受け止め、活動への
一歩を躊躇している人に対しては後押
しとなるような、きっかけを提供する
ことが大切であり、高年大学の名称を
とよたシニア・アカデミーに改めるな
ど、支援を強化する。個人の体力や生
活環境に合わせて活動を選択できる
ことが、活動寿命の延伸につながるも
のと考え、様々な分野での支援施策
や交流館の柔軟な運営ルールの導入
など環境整備に取り組む。【写真有】

答 弁 市 長

　子どもたちが多様な個性・能力を
伸ばし、豊かな人生を過ごすことが
できるようになるためには、一人ひと
りに、それぞれの能力に応じた教育
機会を確保することが必要である。市
の果たす役割としては、多様化・複雑
化する教育的ニーズに対応し、子ども
たちが安心して楽しく学ぶことができ
るよう、よりきめ細やかな支援を行っ
ていく。

答 弁 市 長

　英国のホストタウンは、姉妹都市で
ある英国ダービーシャーはもちろんの
こと、英国との関係を深める好機とし
て捉え、市民の国際交流や地域振興
の促進に向け積極的に取り組む。英
国チームの事前合宿が実現するよう、
ダービーシャーに派遣した職員により、
関係機関へ誘致活動に取り組んでい
る。姉妹都市及びホストタウンについ
て、国内外へ広く積極的に情報発信し、
本市への関心を高めることで誘客を
図り、地域の活性化と観光振興に繋
げていく。

答 弁 市 長

　2020東京オリンピック・パラリン
ピックにおける英国のホストタウンに
登録されたが、この事業をどう展開す
るのか問う。

質 問 豊田市独自の魅力創出
に向けて

　歳入確保に向けた取組は、国への
要望活動を含めた、国庫補助金等の
積極的な確保、市有財産最適化方針
に基づく売却・貸付の推進、広告事業
の拡大などである。歳入確保の推進
は、持続可能な財産運営を図る上で
重要な取組で、今後も積極的に取り組
む。未収債権の削減にも取り組み、債
権管理体制の充実を図っていく。事
業・事務の最適化は、見直し対象とす
る事業・事務を抽出し、対象案件につ
いて、見直し後の影響を適切に見極め、
見直しを進める。

答 弁 市 長

　人口減少社会の到来などの大きな
影響がでる前に、歳入確保に向けて
の対策、及び事業・事務の最適化への
取組を問う。

質 問 平成３０年度当初予算の
基本方針と財政運営

　変化の時代を生き抜く本市の子ど
もたちの教育、多様な個性が生かされ
る教育の実現に向け必要なもの、市
の役割を問う。

質 問 変化の時代を生き抜いて
いくための教育の実現

　生き抜く力を育む学校教育を推進
し、豊田市が好きで、知・徳・体のバ
ランスのとれた児童生徒を育成するた
めには、新学習指導要領の円滑な実
施と、教育再生の取組につながる学校
における働き方改革を進めていく必
要がある。前者では、一人ひとりの実
態を捉え、きめ細かな教育を推進する
ため、これまでの専門スタッフ等の人
的配置を継続する。後者では、子ども
と向き合う時間の確保のために、豊田
市教職員多忙化解消プランに基づく
取組を進めていく。【写真有】

答 弁 市 長

　平成29年6月に都市公園法が改正
され、売店などの公園施設の設置ま
たは管理を行う民間事業者を、公募に
より選定できる公募設置管理制度が
創設された。この制度では、収益を公
園整備に還元することを条件として、
看板や広告塔の設置などが特例とし
て可能となる。制度の活用も視野に、
地域の魅力を生かし、賑わいあふれる
空間づくりを推進するとともに維持管
理費の削減に向けた新たな公園管理
の仕組づくりを官民連携で構築してい
く。

答 弁 市 長

　鞍ケ池公園や中央公園の整備に民
間ノウハウを活用した手法が考えられ
るが、官民連携による新たな公共施
設のあり方を問う。

質 問 官民連携の更なる推進に
よる地域経営の取組

　一億総活躍社会の実現に向けた教
育再生の取組が示される中、生き抜く
力を育む学校教育の推進を問う。

質 問 生涯を通じて学び・育ち
続けられるまちの実現

○ひとづくり
○くらしづくり
○まちづくり
○平成３０年度当初予算

○未来予測からの施政方針「事業編」
○未来予測からの施政方針「教育編」
○未来予測からの施政方針「予算全般」

○安全・安心・快適・住み続けたい豊田市の構築
○次代を担い、築く子どもたちへの教育のあり方
○平成３０年度当初予算

高年大学の活動の様子とよた大好きっ子カリキュラムの様子（棒の手）高校生英国ダービーシャー交流事業
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定例会号代表質問

自民クラブ・市民フォーラム・公明党の
各会派が太田市長に市政を問う！

　３月市議会定例会において、新年度に向けた「施政方針」に対し、
それぞれの会派の代表者が2月26日に代表質問を行いました。
　その質問と答弁の一部を要約してご紹介します。 代 表 質 問

　英国ダービーシャーとの姉妹都市
提携２０周年を迎える。今後、どのよ
うに国際化に対応した人づくりに取り
組むかを問う。

質 問 育成・教育

　第2次豊田市国際化推進計画にお
いて、国際社会及び地域社会で活躍
できる人材の育成を基本目標と定め、
姉妹都市交流事業の推進を位置づけ
ている。姉妹都市の米国デトロイト市
や英国ダービーシャーとは、高校生派
遣事業など国際化に対応した人づくり
に取り組 んできた。英 国ダービー
シャーとは、東京オリンピック・パラリ
ンピック開催を視野に入れ、青少年の
スポーツ使節団の派遣を予定し、社
会で活躍できる人材の育成を進めて
いく。【写真有】

自民クラブ
都築 繁雄

公 明 党
小島 政直

市民フォーラム
作元 志津夫

答 弁 市 長

　徘徊高齢者等の対策は重要かつ緊
急の課題であるが、第7期高齢者保健
福祉計画・介護保険事業計画も踏ま
え、高齢者施策の方向性を問う。

質 問 福祉

　計画では、「つながり・支え合い・い
つまでも明るく生きるまち」を本市の
目指す姿として掲げている。この目指
す姿を実現するため、地域共生の視
点と医療と連動した地域包括ケアシ
ステムの確立にポイントをおいて、計
画策定をしてきた。今後高齢者施策
を進めていく上では、高齢者のみでな
く、分野に関わらず幅広くつながり、
在宅を支援する相談機能や在宅医療
を充実させ、地域の支え合い活動の
拡大を目指していく。

答 弁 市 長

　公共施設等総合管理計画を策定し
推進を図っているが、今後、公共施設
等の適切な管理をどう進めるか問う。

質 問 都市基盤

　公共施設等は、中長期的な視点か
ら、将来の財政状況や人口動向等を
見極め、総合的かつ計画的な管理が
重要であり、老朽化対応として、安
全・安心の確保を最優先に取り組ん
でいきたい。短期的には点検や修繕
など日常管理の徹底、中長期的には
長寿命化や予防保全などによる施設
の更新時期の平準化やトータルコスト
の縮減に向けた取組を進めていく。
公共建築物は施設の総量抑制の取組
を進めていきたい。新たに（仮称）建
築予防保全課を設置し、万全な施設
管理体制を構築していく。

答 弁 市 長

　平成３０年度当初予算案は、前年比
20億円増で過去2番目の規模であ
る。予算編成にあたっての市長の想い
を問う。

質 問 予算編成にあたっての
基本的な考え方

　第8次総合計画を着実に推進すること、
将来のまちづくりに向けた計画的な投資
を行い、早期の効果発現を期待する事
業へ適切に対応すること、財務体質の強
化を図ることの3点を基本方針とした。ラ
グビーワールドカップ2019 ™の開催を1
年後に控え、課題への早期対応を全庁
の共通認識として示した。予算編成にあ
たり、必要となる財源として基金や市債
を適切に活用し、市民が安全・安心に暮
らすための取組、都心の魅力の向上等へ
の取組に予算づけできたと考えている。

答 弁 市 長

　人生100年時代を想定し、全ての
世代が生涯にわたっていきいきと活
躍する生涯活躍都市とは、どのような
都市なのか考えを問う。

質 問 社会変化と超高齢社会
への適応

　生涯にわたり活躍するとは、だれも
が人生のさまざまなステージにおいて、
その時々に求める生き方にチャレンジ
し、その人らしさを発揮し続けること
であり、市民の充実感や幸福感が、互
いを生かし合い支え合う住みよいまち
が生涯活躍都市だと考える。市民が、
主体的に自分の人生をデザインし、自
ら望む活躍を実践していく力を育むこ
とが必要。退職後の長い期間を含め、
市民一人ひとりがいかに人生を設計し
実現していくかを、サポートしていくこ
とが重要と考える。

答 弁 市 長

　次代の産業拠点としての機能の高
度化に向けた取組として、未来都市研
究会の狙いと、ものづくり創造拠点 
SENTANの進化を問う。

質 問 産業の未来予測と強靭化
への取組

　未来都市研究会は、豊田市つなが
る社会実証推進協議会の内部で組織
し、協議会活動の活性化を狙いとして
いる。豊田市の50年後の姿を大胆に
予測し、直近10年間の具体的なビ
ジョンをとりまとめ、情報発信していく
予定。ものづくり創造拠点 SENTAN
は、AIやIoTを得意とするベンチャー
企業や開放特許とのマッチングにより、
生産性向上や新製品開発を支援。も
のづくりのミライに挑戦する都市の拠
点としての機能を発揮していく。

答 弁 市 長

　健康で支障なく生活できる健康寿
命の延伸は重要、その上で活動寿命
という概念を提起する。活動寿命を延
ばす考えを問う。

質 問 支え合いの地域共生社会
の実現に向けて

　活動寿命の考えとその延伸は、超
高齢社会に適応するものと考える。活
動意欲のある人を受け止め、活動への
一歩を躊躇している人に対しては後押
しとなるような、きっかけを提供する
ことが大切であり、高年大学の名称を
とよたシニア・アカデミーに改めるな
ど、支援を強化する。個人の体力や生
活環境に合わせて活動を選択できる
ことが、活動寿命の延伸につながるも
のと考え、様々な分野での支援施策
や交流館の柔軟な運営ルールの導入
など環境整備に取り組む。【写真有】

答 弁 市 長

　子どもたちが多様な個性・能力を
伸ばし、豊かな人生を過ごすことが
できるようになるためには、一人ひと
りに、それぞれの能力に応じた教育
機会を確保することが必要である。市
の果たす役割としては、多様化・複雑
化する教育的ニーズに対応し、子ども
たちが安心して楽しく学ぶことができ
るよう、よりきめ細やかな支援を行っ
ていく。

答 弁 市 長

　英国のホストタウンは、姉妹都市で
ある英国ダービーシャーはもちろんの
こと、英国との関係を深める好機とし
て捉え、市民の国際交流や地域振興
の促進に向け積極的に取り組む。英
国チームの事前合宿が実現するよう、
ダービーシャーに派遣した職員により、
関係機関へ誘致活動に取り組んでい
る。姉妹都市及びホストタウンについ
て、国内外へ広く積極的に情報発信し、
本市への関心を高めることで誘客を
図り、地域の活性化と観光振興に繋
げていく。

答 弁 市 長

　2020東京オリンピック・パラリン
ピックにおける英国のホストタウンに
登録されたが、この事業をどう展開す
るのか問う。

質 問 豊田市独自の魅力創出
に向けて

　歳入確保に向けた取組は、国への
要望活動を含めた、国庫補助金等の
積極的な確保、市有財産最適化方針
に基づく売却・貸付の推進、広告事業
の拡大などである。歳入確保の推進
は、持続可能な財産運営を図る上で
重要な取組で、今後も積極的に取り組
む。未収債権の削減にも取り組み、債
権管理体制の充実を図っていく。事
業・事務の最適化は、見直し対象とす
る事業・事務を抽出し、対象案件につ
いて、見直し後の影響を適切に見極め、
見直しを進める。

答 弁 市 長

　人口減少社会の到来などの大きな
影響がでる前に、歳入確保に向けて
の対策、及び事業・事務の最適化への
取組を問う。

質 問 平成３０年度当初予算の
基本方針と財政運営

　変化の時代を生き抜く本市の子ど
もたちの教育、多様な個性が生かされ
る教育の実現に向け必要なもの、市
の役割を問う。

質 問 変化の時代を生き抜いて
いくための教育の実現

　生き抜く力を育む学校教育を推進
し、豊田市が好きで、知・徳・体のバ
ランスのとれた児童生徒を育成するた
めには、新学習指導要領の円滑な実
施と、教育再生の取組につながる学校
における働き方改革を進めていく必
要がある。前者では、一人ひとりの実
態を捉え、きめ細かな教育を推進する
ため、これまでの専門スタッフ等の人
的配置を継続する。後者では、子ども
と向き合う時間の確保のために、豊田
市教職員多忙化解消プランに基づく
取組を進めていく。【写真有】

答 弁 市 長

　平成29年6月に都市公園法が改正
され、売店などの公園施設の設置ま
たは管理を行う民間事業者を、公募に
より選定できる公募設置管理制度が
創設された。この制度では、収益を公
園整備に還元することを条件として、
看板や広告塔の設置などが特例とし
て可能となる。制度の活用も視野に、
地域の魅力を生かし、賑わいあふれる
空間づくりを推進するとともに維持管
理費の削減に向けた新たな公園管理
の仕組づくりを官民連携で構築してい
く。

答 弁 市 長

　鞍ケ池公園や中央公園の整備に民
間ノウハウを活用した手法が考えられ
るが、官民連携による新たな公共施
設のあり方を問う。

質 問 官民連携の更なる推進に
よる地域経営の取組

　一億総活躍社会の実現に向けた教
育再生の取組が示される中、生き抜く
力を育む学校教育の推進を問う。

質 問 生涯を通じて学び・育ち
続けられるまちの実現

○ひとづくり
○くらしづくり
○まちづくり
○平成３０年度当初予算

○未来予測からの施政方針「事業編」
○未来予測からの施政方針「教育編」
○未来予測からの施政方針「予算全般」

○安全・安心・快適・住み続けたい豊田市の構築
○次代を担い、築く子どもたちへの教育のあり方
○平成３０年度当初予算

高年大学の活動の様子とよた大好きっ子カリキュラムの様子（棒の手）高校生英国ダービーシャー交流事業
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定例会号一般質問一般質問

女性の視点を取り入れた避難所運営マニュアル

○榎屋小百合議員関連

永覚新町商店街の取組の様子

○窪谷文克議員関連

あすけあいプロジェクトの取組

○北川敏崇議員関連

ゆっくり自動運転◯R実証実験の様子

○吉野英国議員関連

質 問
　親が安心できるような障がい児・
者の環境づくりを願いたいが、今後
の方向性をどう考えているのか大局
的な見解を問う。

答 弁 福祉部

　新たな制度として、居住の場となる
グループホームの受入れ補助制度、
介護者の負担軽減のための補助制度、
日中活動の場所となる県営手呂住宅
跡地における施設整備を進めている。
福祉サービスを包括的に利用するた
めにも、相談支援専門員がコーディネ
ーターとして生活全般を支援する。ま
た、親が自分たち亡き後の子どものこ
とを心配に思う強い気持ちを聞き、話
し合えるような機会を作っていきたい。

親の高齢化と親亡き後の
暮らし

質 問
　避難所の運営においては、女性の
視点が重要である。避難所運営マニ
ュアルの女性の視点について問う。

答 弁 地域振興部

　地域で構成する避難所運営委員会への
参画、避難所のプライバシー対策、避難所
の安全対策の3点に女性の視点を入れた見
直しを行う。1点目は運営委員の構成員のう
ち女性の割合を3割以上となるよう努める
など、避難所運営委員会に女性の参画を明
確化。2点目は安心して避難所生活ができ
るよう、女性専用スペースを設けることを明
記し、プライバシーに配慮。3点目は夜間の
見守りの明記や、女性警察官の派遣を依頼
するなど安全対策も記載する。【写真有】

避難所の運営について

質 問
　個店の店舗経営などの課題解決
に向けたアドバイザー派遣事業の利
用が伸び悩んでいる。新しいプラン
の改善策、利用促進策を問う。

答 弁 産業部

　現行の商店街が企画・招聘したアド
バイザー派遣費用に対する支援は、
残念ながら利用が図られなかった。そ
のため、市が直接、商店街へアドバイ
ザーを派遣する仕組みを設けていくこ
とにした。平成30年度は、取組の意向
もある三河豊田駅周辺の大林商工発
展会、みゆき商店街振興組合、豊田市
山之手発展会などでの実施を考えて
いる。【写真有】

新豊田市商業活性化プラン
の内容 質 問

　公共建築物の修繕をどのように計
画していくのか、予防保全の前倒し
に対する考え方を問う。

答 弁 都市整備部

　各施設が抱える老朽化の問題は、まず
正確な状況把握に努めることが重要であ
る。長期修繕計画においては、建築物の
建築年度や、各設備の耐用年数から、修
繕の具体的な内容や、実施時期を判断し
ていく。更に、設備の劣化状況は、様々な
条件により異なることも想定されることか
ら、今後は、通常の法定点検や定期点検
に加え、任意点検を追加するなどで、不具
合個所の早期発見に努め、前倒しで早め
の処置が可能となるよう進めていく。

公共建築物の予防保全対策

質 問
　全小中学校へのタブレット一体型
パソコン導入を早急に進めるべきと
提言するが、市としての考えを問う。

答 弁 学校教育部

　現在、各校のコンピュータ室には、
デスクトップ型パソコンが最大で40台
設置されている。平成30年度には、モ
デル校4校を除く、小・中・豊田特別支
援学校の100校全ての学校で、タブレ
ット一体型パソコンに更新する。持ち
運び可能なタブレット一体型パソコン
に更新することで、場所を選ばず、さま
ざまな活動ができる環境を整備し、子
どもたちが主体となって活動する授業
を展開していきたいと考えている。

ＩＣＴ機器を活用した教育

質 問
　市が出資する協会・公社で働く非
正規職員のうち、有期雇用継続5年
超で働く人数及び無期雇用転換への
対応はどのようか問う。

答 弁 総務部

　平成29年4月1日時点の調査結果で、5
年を超えて働いている有期雇用契約者は、
協会公社等全体で471名である。労働契約
法の改正に関する対応については、平成27
年度から市と各協会公社の間で検討を進
めてきた。平成30年4月から協会公社等に
おいては、職員の就労に際して期限に定め
のない雇用区分を創設し、有期雇用から無
期雇用への転換を進める。無期雇用の転換
と合わせて、昇給の仕組の導入や、休日制
度の拡充など、処遇の改善を図っていく。

無期雇用転換ルールの徹底

質 問
　公共施設等の情報を総合的に管
理し、一目で分かるようデータの一
元化を提言するが、市の考え及び市
民周知方法について問う。

答 弁 企画政策部

　公共施設等に係る維持管理経費の
実績や見込みの経年変化のほか、修
繕・更新に関する今後の予定などを一
元的に整理し、施設ごとに比較可能と
するなど、個別施設計画の策定状況
に合わせて、誰にも分かりやすい必要
なデータの見える化に取り組んでいく。
また、市民への周知については、計画
段階から関係する地域や市民を巻き
込みながら、幅広い視点から最善の方
法を模索し、共働による取組を進めて
いくなかで理解や周知を図っていく。

質 問
　実証状況をＰＲする面でもエコフル
タウンでの自動運転実証の取組を推
進するべきと考えるが、市の見解を
問う。

答 弁 企画政策部

　現在、自動運転技術に関して、全国の
企業や大学等により様々な取組がされ、
足助地区においても平成29年に名古屋
大学COI事業による「ゆっくり自動運転
®」の実証実験が行われた。エコフルタウ
ンで自動走行の実証事業が行えるように
環境を整え、企業や大学による実証を誘
致していく。自動駐車実証や無人自動車
の呼び出し実証等についても、エコフル
タウンを活用できるよう準備を進める。豊
田都市交通研究所と連携した実証も今
後協議を進めていきたい。【写真有】

今後の計画の推進に向けた
取組

とよたエコフルタウン情報
発信の進化

質 問
　今後も中心市街地の賑わいと活力
を向上していくために、前期計画の
評価を踏まえ、次期計画の取組につ
いて問う。

答 弁 産業部

　現行の豊田市商業活性化プランでは、
中心市街地について中心市街地活性
化基本計画と連動した取組を行い、また
地域コミュニティを担う商業機能の強化
については、商店街の人材育成事業の
支援などを行い、地域全体の商業活性
化の取組を進めてきた。第3期中心市街
地活性化基本計画では、市街地の整備、
都市施設の整備、まちなか居住の推進
に取り組みながら、商業の活性化・回遊
性の向上により、魅力あふれる中心市街
地の商業の活性化を図っていく。

商業活性化に向けた取組

一 般 質 問
　2月27日から3月１日にかけて、14人の議員が市政の方針や考え方などについ
て問う「一般質問」を行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。

※質問順に掲載しています。  
※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　諸派 ： 会派所属無市政を問う！市政を問う！

自民クラブ
清 水 郁 夫

○地域と学校をつなぐ教育環境の整備
○市民にわかりやすい市の施策の周知
●都市計画の進め方

質 問
　小型モビリティのシェアリングなど、新
しい公共交通システムの構築に向けた
取組について内容と今後の展開を問う。

答 弁 都市整備部

　民間事業者が進める超小型電気自動車
のシェアリングサービスは、主に都市部にお
ける端末交通として公共交通を補完し、事
業の定着化に向けた支援を続ける。足助地
区などで実証しているあすけあいカーでは、
住民が所有する車両で乗車の申込みに応
じて運ぶ仕組みを実証し、平成31年度から
実運用化を目指す。高橋地区においてはタ
クシー活用の実証実験を間もなく開始する。
様々なモデルケースとなると考え、他の地
域への展開も想定している。【写真有】

持続可能な公共交通

●持続可能な公共交通の将来像
○安心して在宅医療ができる環境づくり
○地域で創る子どもの福祉

●防災・減災対策
○地域回想法の推進
○がん対策

●重症心身障がい児・者を含めた障がい者支援
○児童虐待防止策の強化

自民クラブ
梅 村 憲 夫

○教職員多忙化解消プラン
●新豊田市商業活性化プラン

自民クラブ
窪 谷 文 克

自民クラブ
山 口 光 岳

自民クラブ
北 川 敏 崇

公明党
榎 屋 小 百 合

●公共施設等総合管理計画の推進と財産の有効活用

市民フォーラム
中 村 孝 浩

市民フォーラム
吉 野 英 国

●スマートシティの実現に向けて●豊田市における教育施策の現状と今後

諸派
大 村 義 則

○ＫiＴＡＲＡオープン後の現状と対策
●真の「働き方改革」を求める

●賑わいと活力あるまちづくり

市民フォーラム
塩 谷 雅 樹
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定例会号一般質問一般質問

女性の視点を取り入れた避難所運営マニュアル

○榎屋小百合議員関連

永覚新町商店街の取組の様子

○窪谷文克議員関連

あすけあいプロジェクトの取組

○北川敏崇議員関連

ゆっくり自動運転◯R実証実験の様子

○吉野英国議員関連

質 問
　親が安心できるような障がい児・
者の環境づくりを願いたいが、今後
の方向性をどう考えているのか大局
的な見解を問う。

答 弁 福祉部

　新たな制度として、居住の場となる
グループホームの受入れ補助制度、
介護者の負担軽減のための補助制度、
日中活動の場所となる県営手呂住宅
跡地における施設整備を進めている。
福祉サービスを包括的に利用するた
めにも、相談支援専門員がコーディネ
ーターとして生活全般を支援する。ま
た、親が自分たち亡き後の子どものこ
とを心配に思う強い気持ちを聞き、話
し合えるような機会を作っていきたい。

親の高齢化と親亡き後の
暮らし

質 問
　避難所の運営においては、女性の
視点が重要である。避難所運営マニ
ュアルの女性の視点について問う。

答 弁 地域振興部

　地域で構成する避難所運営委員会への
参画、避難所のプライバシー対策、避難所
の安全対策の3点に女性の視点を入れた見
直しを行う。1点目は運営委員の構成員のう
ち女性の割合を3割以上となるよう努める
など、避難所運営委員会に女性の参画を明
確化。2点目は安心して避難所生活ができ
るよう、女性専用スペースを設けることを明
記し、プライバシーに配慮。3点目は夜間の
見守りの明記や、女性警察官の派遣を依頼
するなど安全対策も記載する。【写真有】

避難所の運営について

質 問
　個店の店舗経営などの課題解決
に向けたアドバイザー派遣事業の利
用が伸び悩んでいる。新しいプラン
の改善策、利用促進策を問う。

答 弁 産業部

　現行の商店街が企画・招聘したアド
バイザー派遣費用に対する支援は、
残念ながら利用が図られなかった。そ
のため、市が直接、商店街へアドバイ
ザーを派遣する仕組みを設けていくこ
とにした。平成30年度は、取組の意向
もある三河豊田駅周辺の大林商工発
展会、みゆき商店街振興組合、豊田市
山之手発展会などでの実施を考えて
いる。【写真有】

新豊田市商業活性化プラン
の内容 質 問

　公共建築物の修繕をどのように計
画していくのか、予防保全の前倒し
に対する考え方を問う。

答 弁 都市整備部

　各施設が抱える老朽化の問題は、まず
正確な状況把握に努めることが重要であ
る。長期修繕計画においては、建築物の
建築年度や、各設備の耐用年数から、修
繕の具体的な内容や、実施時期を判断し
ていく。更に、設備の劣化状況は、様々な
条件により異なることも想定されることか
ら、今後は、通常の法定点検や定期点検
に加え、任意点検を追加するなどで、不具
合個所の早期発見に努め、前倒しで早め
の処置が可能となるよう進めていく。

公共建築物の予防保全対策

質 問
　全小中学校へのタブレット一体型
パソコン導入を早急に進めるべきと
提言するが、市としての考えを問う。

答 弁 学校教育部

　現在、各校のコンピュータ室には、
デスクトップ型パソコンが最大で40台
設置されている。平成30年度には、モ
デル校4校を除く、小・中・豊田特別支
援学校の100校全ての学校で、タブレ
ット一体型パソコンに更新する。持ち
運び可能なタブレット一体型パソコン
に更新することで、場所を選ばず、さま
ざまな活動ができる環境を整備し、子
どもたちが主体となって活動する授業
を展開していきたいと考えている。

ＩＣＴ機器を活用した教育

質 問
　市が出資する協会・公社で働く非
正規職員のうち、有期雇用継続5年
超で働く人数及び無期雇用転換への
対応はどのようか問う。

答 弁 総務部

　平成29年4月1日時点の調査結果で、5
年を超えて働いている有期雇用契約者は、
協会公社等全体で471名である。労働契約
法の改正に関する対応については、平成27
年度から市と各協会公社の間で検討を進
めてきた。平成30年4月から協会公社等に
おいては、職員の就労に際して期限に定め
のない雇用区分を創設し、有期雇用から無
期雇用への転換を進める。無期雇用の転換
と合わせて、昇給の仕組の導入や、休日制
度の拡充など、処遇の改善を図っていく。

無期雇用転換ルールの徹底

質 問
　公共施設等の情報を総合的に管
理し、一目で分かるようデータの一
元化を提言するが、市の考え及び市
民周知方法について問う。

答 弁 企画政策部

　公共施設等に係る維持管理経費の
実績や見込みの経年変化のほか、修
繕・更新に関する今後の予定などを一
元的に整理し、施設ごとに比較可能と
するなど、個別施設計画の策定状況
に合わせて、誰にも分かりやすい必要
なデータの見える化に取り組んでいく。
また、市民への周知については、計画
段階から関係する地域や市民を巻き
込みながら、幅広い視点から最善の方
法を模索し、共働による取組を進めて
いくなかで理解や周知を図っていく。

質 問
　実証状況をＰＲする面でもエコフル
タウンでの自動運転実証の取組を推
進するべきと考えるが、市の見解を
問う。

答 弁 企画政策部

　現在、自動運転技術に関して、全国の
企業や大学等により様々な取組がされ、
足助地区においても平成29年に名古屋
大学COI事業による「ゆっくり自動運転
®」の実証実験が行われた。エコフルタウ
ンで自動走行の実証事業が行えるように
環境を整え、企業や大学による実証を誘
致していく。自動駐車実証や無人自動車
の呼び出し実証等についても、エコフル
タウンを活用できるよう準備を進める。豊
田都市交通研究所と連携した実証も今
後協議を進めていきたい。【写真有】

今後の計画の推進に向けた
取組

とよたエコフルタウン情報
発信の進化

質 問
　今後も中心市街地の賑わいと活力
を向上していくために、前期計画の
評価を踏まえ、次期計画の取組につ
いて問う。

答 弁 産業部

　現行の豊田市商業活性化プランでは、
中心市街地について中心市街地活性
化基本計画と連動した取組を行い、また
地域コミュニティを担う商業機能の強化
については、商店街の人材育成事業の
支援などを行い、地域全体の商業活性
化の取組を進めてきた。第3期中心市街
地活性化基本計画では、市街地の整備、
都市施設の整備、まちなか居住の推進
に取り組みながら、商業の活性化・回遊
性の向上により、魅力あふれる中心市街
地の商業の活性化を図っていく。

商業活性化に向けた取組

一 般 質 問
　2月27日から3月１日にかけて、14人の議員が市政の方針や考え方などについ
て問う「一般質問」を行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。

※質問順に掲載しています。  
※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　諸派 ： 会派所属無市政を問う！市政を問う！

自民クラブ
清 水 郁 夫

○地域と学校をつなぐ教育環境の整備
○市民にわかりやすい市の施策の周知
●都市計画の進め方

質 問
　小型モビリティのシェアリングなど、新
しい公共交通システムの構築に向けた
取組について内容と今後の展開を問う。

答 弁 都市整備部

　民間事業者が進める超小型電気自動車
のシェアリングサービスは、主に都市部にお
ける端末交通として公共交通を補完し、事
業の定着化に向けた支援を続ける。足助地
区などで実証しているあすけあいカーでは、
住民が所有する車両で乗車の申込みに応
じて運ぶ仕組みを実証し、平成31年度から
実運用化を目指す。高橋地区においてはタ
クシー活用の実証実験を間もなく開始する。
様々なモデルケースとなると考え、他の地
域への展開も想定している。【写真有】

持続可能な公共交通

●持続可能な公共交通の将来像
○安心して在宅医療ができる環境づくり
○地域で創る子どもの福祉

●防災・減災対策
○地域回想法の推進
○がん対策

●重症心身障がい児・者を含めた障がい者支援
○児童虐待防止策の強化

自民クラブ
梅 村 憲 夫

○教職員多忙化解消プラン
●新豊田市商業活性化プラン

自民クラブ
窪 谷 文 克

自民クラブ
山 口 光 岳

自民クラブ
北 川 敏 崇

公明党
榎 屋 小 百 合

●公共施設等総合管理計画の推進と財産の有効活用

市民フォーラム
中 村 孝 浩

市民フォーラム
吉 野 英 国

●スマートシティの実現に向けて●豊田市における教育施策の現状と今後

諸派
大 村 義 則

○ＫiＴＡＲＡオープン後の現状と対策
●真の「働き方改革」を求める

●賑わいと活力あるまちづくり

市民フォーラム
塩 谷 雅 樹

12 13
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定例会号一般質問

○一般質問の大きなテーマ（大項目）
●以下の質問に関連している項目

質 問 一般質問の小さいテーマ
（中項目）

実際に質問した内容（小項目）
答 弁 回答した部局名

質問に対する市の担当部局の回答

トピックス

平成３０年度当初予算を審査しました！

質 問
　外国からのラグビー観戦客が快適
に楽しむため、ファンの特徴をまちづ
くりにどう生かす準備をするか問う。

答 弁 経営戦略部

　スカイホール豊田で開催を予定して
いるファンゾーンや豊田市駅前でのお
もてなしエリアはもちろんのこと、地元
の商店や関連するイベント会場等で
の、観戦客の消費動向等を踏まえた
準備を進めることが必要である。本市
で安心して楽しんでいただき、多くの
消費を促すためには、外国語ボランテ
ィアや多言語のマップ・サインによる
案内の充実、Wi-Fi環境の整備、キャ
ッシュレス化への対応などが必要と考
えており、引き続き準備を進めていく。

ラグビー観戦客が本市に
与える効果

質 問
　平成33年3月末の供用に向け事
業が進められる上郷スマートインタ
ーチェンジの整備効果と供用に向け
た取組を問う。

答 弁 建設部

　整備効果としては、周辺地域がトヨ
タ自動車上郷工場を始めとする工場
集積地であることから、高速道路への
アクセス時間の短縮により物流コスト
の削減が図られ、更なる産業活動の
活性化が期待される。また、豊田イン
ターチェンジ周辺に集中している交通
についても渋滞緩和につながるものと
考えている。平成32年度末の供用を
目指し、中日本高速道路（株）と調整を
行い、事業の完成に向けた工事発注
を平成30年度中に取り組んでいく。

産業活動を支えるアクセス
道路の整備

質 問
　地域が要望する交通安全施設整
備について、管轄分の４割程を翌年
に繰り越すとのことだが、早急に取り
組むべきと考える。見解を問う。

答 弁 地域振興部

　交通安全施設の整備については、
地域と連携することで危険箇所を改
善し、修繕すべき箇所を補修すること
は、本市にとって大変意義あるものと
認識している。平成30年度について
は、平成29年度の繰越分を早期に整
備を完了させるとともに、平成30年度
に申請される地域からの要望等につ
いても、年度内に整備を完了させるよ
う、予算を確保し、交通事故防止を図
っていく。【写真有】

生活道路における歩行空間
の整備

質 問
　名鉄バス路線の廃止で住民に影
響が出ることに対して、とよたおいで
んバスでの対応を提案するが、市の
考えを問う。

答 弁 都市整備部

　名鉄バス路線は、とよたおいでんバス
と同じく本市の公共交通ネットワークを
担う基幹バスであり、名鉄バス株式会
社による廃止決定は、沿線利用者の利
便性が損なわれるところから、代替措置
が必要である。東山住宅線に対しては、
とよたおいでんバス旭・豊田線及び豊
田・渋谷線で、九久平線に対しては、と
よたおいでんバス下山・豊田線で調整
する方針を2月の公共交通会議で諮り、
承認を得ている。現在、本市では、代替
措置に向けた準備調整を進めている。

名鉄バス路線廃止問題と
市の対応

市政を問う！市政を問う！

自治区要望によって設置実現したカーブミラー例

○浅井保孝議員関連

自民クラブ
杉 本 寛 文

●議題●道路交通環境の整備

市民フォーラム
安 藤 康 弘

自民クラブ
浅 井 保 孝

○子育て支援
●交通安全計画の施策・事業の現状と課題

●ラグビーワールドカップ２０１９TM開催の効果
○上下水道事業の健全経営に向けて

○災害から市民の命を守る対策強化を
●教室へのエアコン設置は早急に

諸派
根 本 美 春

●名鉄バス路線廃止と公共交通の考え方
○生活保障拡充と子どもの貧困対策を

諸派
根 本 美 春

★代表・一般質問の質問者や質問項目は、
　市議会ホームページで事前に公開してい
　ます。

※会議が始まる30分前から受付

※期間や日程は市議会だより、市議会
　ホームページなどをご参照ください。

傍聴受付

本会議→市役所南庁舎8階
委員会→同7階委員会室前

お問い合わせは豊田市議会事務局まで

●議会の傍聴とは

●議場の見学とは
　本会議を開催していない日は、議
場を見学することができます（土・
日・祝日を除く）。職員がご案内しま
すので、見学をご希望の際は、事前
に議会事務局までご連絡ください。
　また、各種団体での受入れもして
おりますので、お気軽にご相談くだ
さい。

市議会ペンギンからの傍
聴中でのお願い。
傍聴される際は、静粛に
お願いします。

　本会議や委員会の様子は、子ど
もを含めどなたでも傍聴していた
だけます。当日、傍聴受付で住所・氏
名を記入し、傍聴券が交付された
後、会場へ出入りできます。車いす
での傍聴や盲導犬を伴っての傍聴
も可能です。また、手話通訳者をご
希望の方は、５日前までに議会事務
局までお申し込みください。

議会傍聴に
お越しください

14 15

　市の会計は主に一般会計と国民健康保険などの特別会計や水道・下水道事業会計に分かれており、そ
れぞれ審査します。本市議会では、予算決算委員会という専門的にこれらを審査する場を設け、また詳細
については分科会という部局ごとで割り振った会議体で細かくチェックしています。

予算ってなに？その予算を議会で審査したってことを詳しく教えてよ！

～どのように税金を使う予定か審査しました～

内容については、各分科会で詳しく審査をしました。

豊田市議会キッズ用ページキャラクター「市議会ペンギン」

一般会計は去年より20億円
の増。過去２番目に大きい予
算になりました。

特別会計
水道・下水道
事業会計

市の予算

「わくわくする世界一楽しいふるさと・豊田市」へ
さらに詳細な内容について
は、コチラをご覧ください。
予算の詳細はコチラ↓

議会の審査体制

企画総務
分科会

地域生活
分科会

教育社会
分科会

環境福祉
分科会

産業建設
分科会

予算決算委員会

 平成30年度
１，803億円 20億円の増

平成３０年度 当初予算のポイント
・ラグビーワールドカップ2019™の開催を１年後に控える

元気で明るいまちづくり 安全・安心なまちづくり

ＷＥ ＬＯＶＥ とよた の深化

・交通安全、防災、防犯、公共施設の適正管理等への対応
「危機感」「希　望」「行　動」

　予算はね、簡単にいうとこれから１年間、何にいくらお金（税金）を使うか決める
計画だよ。市議会議員が市民のみなさんからの税金がムダなく適正に使われる
かチェックしましたので、詳しく紹介していくよ！

 平成29年度
１，783億円

一般会計
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トピックス

平成３０年度当初予算を審査しました！

質 問
　外国からのラグビー観戦客が快適
に楽しむため、ファンの特徴をまちづ
くりにどう生かす準備をするか問う。

答 弁 経営戦略部

　スカイホール豊田で開催を予定して
いるファンゾーンや豊田市駅前でのお
もてなしエリアはもちろんのこと、地元
の商店や関連するイベント会場等で
の、観戦客の消費動向等を踏まえた
準備を進めることが必要である。本市
で安心して楽しんでいただき、多くの
消費を促すためには、外国語ボランテ
ィアや多言語のマップ・サインによる
案内の充実、Wi-Fi環境の整備、キャ
ッシュレス化への対応などが必要と考
えており、引き続き準備を進めていく。

ラグビー観戦客が本市に
与える効果

質 問
　平成33年3月末の供用に向け事
業が進められる上郷スマートインタ
ーチェンジの整備効果と供用に向け
た取組を問う。

答 弁 建設部

　整備効果としては、周辺地域がトヨ
タ自動車上郷工場を始めとする工場
集積地であることから、高速道路への
アクセス時間の短縮により物流コスト
の削減が図られ、更なる産業活動の
活性化が期待される。また、豊田イン
ターチェンジ周辺に集中している交通
についても渋滞緩和につながるものと
考えている。平成32年度末の供用を
目指し、中日本高速道路（株）と調整を
行い、事業の完成に向けた工事発注
を平成30年度中に取り組んでいく。

産業活動を支えるアクセス
道路の整備

質 問
　地域が要望する交通安全施設整
備について、管轄分の４割程を翌年
に繰り越すとのことだが、早急に取り
組むべきと考える。見解を問う。

答 弁 地域振興部

　交通安全施設の整備については、
地域と連携することで危険箇所を改
善し、修繕すべき箇所を補修すること
は、本市にとって大変意義あるものと
認識している。平成30年度について
は、平成29年度の繰越分を早期に整
備を完了させるとともに、平成30年度
に申請される地域からの要望等につ
いても、年度内に整備を完了させるよ
う、予算を確保し、交通事故防止を図
っていく。【写真有】

生活道路における歩行空間
の整備

質 問
　名鉄バス路線の廃止で住民に影
響が出ることに対して、とよたおいで
んバスでの対応を提案するが、市の
考えを問う。

答 弁 都市整備部

　名鉄バス路線は、とよたおいでんバス
と同じく本市の公共交通ネットワークを
担う基幹バスであり、名鉄バス株式会
社による廃止決定は、沿線利用者の利
便性が損なわれるところから、代替措置
が必要である。東山住宅線に対しては、
とよたおいでんバス旭・豊田線及び豊
田・渋谷線で、九久平線に対しては、と
よたおいでんバス下山・豊田線で調整
する方針を2月の公共交通会議で諮り、
承認を得ている。現在、本市では、代替
措置に向けた準備調整を進めている。

名鉄バス路線廃止問題と
市の対応

市政を問う！市政を問う！

自治区要望によって設置実現したカーブミラー例

○浅井保孝議員関連

自民クラブ
杉 本 寛 文

●議題●道路交通環境の整備

市民フォーラム
安 藤 康 弘

自民クラブ
浅 井 保 孝

○子育て支援
●交通安全計画の施策・事業の現状と課題

●ラグビーワールドカップ２０１９TM開催の効果
○上下水道事業の健全経営に向けて

○災害から市民の命を守る対策強化を
●教室へのエアコン設置は早急に

諸派
根 本 美 春

●名鉄バス路線廃止と公共交通の考え方
○生活保障拡充と子どもの貧困対策を

諸派
根 本 美 春

★代表・一般質問の質問者や質問項目は、
　市議会ホームページで事前に公開してい
　ます。

※会議が始まる30分前から受付

※期間や日程は市議会だより、市議会
　ホームページなどをご参照ください。

傍聴受付

本会議→市役所南庁舎8階
委員会→同7階委員会室前

お問い合わせは豊田市議会事務局まで

●議会の傍聴とは

●議場の見学とは
　本会議を開催していない日は、議
場を見学することができます（土・
日・祝日を除く）。職員がご案内しま
すので、見学をご希望の際は、事前
に議会事務局までご連絡ください。
　また、各種団体での受入れもして
おりますので、お気軽にご相談くだ
さい。

市議会ペンギンからの傍
聴中でのお願い。
傍聴される際は、静粛に
お願いします。

　本会議や委員会の様子は、子ど
もを含めどなたでも傍聴していた
だけます。当日、傍聴受付で住所・氏
名を記入し、傍聴券が交付された
後、会場へ出入りできます。車いす
での傍聴や盲導犬を伴っての傍聴
も可能です。また、手話通訳者をご
希望の方は、５日前までに議会事務
局までお申し込みください。

議会傍聴に
お越しください
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　市の会計は主に一般会計と国民健康保険などの特別会計や水道・下水道事業会計に分かれており、そ
れぞれ審査します。本市議会では、予算決算委員会という専門的にこれらを審査する場を設け、また詳細
については分科会という部局ごとで割り振った会議体で細かくチェックしています。

予算ってなに？その予算を議会で審査したってことを詳しく教えてよ！

～どのように税金を使う予定か審査しました～

内容については、各分科会で詳しく審査をしました。

豊田市議会キッズ用ページキャラクター「市議会ペンギン」

一般会計は去年より20億円
の増。過去２番目に大きい予
算になりました。

特別会計
水道・下水道
事業会計

市の予算

「わくわくする世界一楽しいふるさと・豊田市」へ
さらに詳細な内容について
は、コチラをご覧ください。
予算の詳細はコチラ↓

議会の審査体制

企画総務
分科会

地域生活
分科会

教育社会
分科会

環境福祉
分科会

産業建設
分科会

予算決算委員会

 平成30年度
１，803億円 20億円の増

平成３０年度 当初予算のポイント
・ラグビーワールドカップ2019™の開催を１年後に控える

元気で明るいまちづくり 安全・安心なまちづくり

ＷＥ ＬＯＶＥ とよた の深化

・交通安全、防災、防犯、公共施設の適正管理等への対応
「危機感」「希　望」「行　動」

　予算はね、簡単にいうとこれから１年間、何にいくらお金（税金）を使うか決める
計画だよ。市議会議員が市民のみなさんからの税金がムダなく適正に使われる
かチェックしましたので、詳しく紹介していくよ！

 平成29年度
１，783億円

一般会計
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～ 林家 源平師匠 基調講演 ～
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小学生の議会傍聴・議場見学

　平成30年１月13日(土)午後2時から、福祉センターホールにおいて、落語家の林家源平師匠をお招きし、「豊
田市でずっと暮らしつづけるために～在宅医療・介護の在り方～」をテーマに市民シンポジウムを開催しました。

　今回は市議会初の取組として豊田加茂医師会と共働で開催し、第一
部では基調講演、第二部ではパネリスト6名をお招きし、在宅医療・介護
の在り方、地域のネットワークなどについてパネルディス
カッションを行いました。
　基調講演・パネルディスカッションでは医療・介護
の各分野の専門家による現
場の声や実情事例が紹介さ
れ、「また参加したい」という
声が多く、アンケートでも好
評をいただきました。

■【機　会】市民の意見・要望を聴く機会を設ける
■【政　策】市・市民の利益となるような政策の提言
■【相　談】市民生活で困っていることなどの相談相手
■【報　告】議会での審議結果などについて市民へ報告
■【審　査】市の行財政運営などに対する審査機能の向上
■【パイプ】市と県・国のパイプ役となる
■【説　明】議会の仕組みなどについて市民へ説明

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　2月27日（火）冷田小学校の児童が授業の一環で議会傍聴・議場見学に訪れ
ました。熱心な様子で一般質問の様子を傍聴したり、メモを取りながら議場を
見学していました。

▲林家 源平 師匠

熱心に説明を聞く小学生たち▶

▲今後の連携を誓い握手をするパネリストたち シンポジウム動画
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F M ラ ジ オ で

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで

（動画で見る！代表・一般質問）

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２１ch(ひまわりチャンネル)

豊田市議会ホームページ　　http:/toyota-shigikai.jp

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

※この冊子は、折込み「3月市議会定例会号」です。

ご意見 ご 感 想
　「市議会だより」について、ご意見・ご感
想また、市議会へのご意見・ご要望もお受け
していますので、下記までお寄せください。

【 宛 先・お問 い 合 わせ 】

豊田市議会事務局
〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

古紙パルプ配合率8０％再生紙を仕様

豊田市議会は、古紙配合率8０
％の再生紙と大豆インキ、有害
な廃液を一切排出しない水な
し印刷方式を採用しています

「バタフライマーク」

録画放送は、質問者ごと、大項目ごとで閲覧可能です。
「市議会だより」のバックナンバーや会議録も
ご覧いただけます。

TOYOTA CITY COUNCIL
ファイル No.145

小学校の授業の様子（挙母小学校）小学校の授業の様子（挙母小学校）

■ 編集：議会だより編集委員会　■ 発行：豊田市議会（豊田市西町 3-60  TEL.0565-34-6665）
3月市議会
平成30 年 5月 1日

表紙の写真と関係議案
　表紙の写真は議案６５号豊田市教育行政
計画の策定に関連し、小学校の授業風景で
す。計画では、多様な市民一人ひとりが自ら
学び、地域と共に育ち合う教育の実現を基
本理念に掲げ、豊田市の教育を推進してい
きます。詳細は４ページをご覧ください。
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市議会の予定 5月市議会臨時会は５月16日（水）開会予定です
6月市議会定例会は6月 8日（金）開会予定です
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